
 

 

（大分駅前、大分市後援会のみなさんと） 

１月４日、大分駅前で、新春街頭演説会をおこないまし

た。私は、昨年のいっせい地方選挙・参議選のご支援に

感謝するとともに、消費税５％減税で景気回復を。自衛

隊の中東派遣閣議決定に抗議し、撤回すること。地方政

治においても、住民の暮らし第一の政治の流れをつくろ

うと訴えました。 

大分市後援会みなさんものぼりや要求ポスターをもっ

て参加しました。消費税５％減税の署名にもとりくみま

した。 

 
              大晦日（１２月３１日）２

３時３０分から元旦（１月

１日）０時３０分まで、初

もうで客に、昨年の支援へ

の感謝と新年あいさつを交

わしました。 

（堤県議と春日神社にて） 

 

 
                 昨年１２月２４日、

昨年１０月からの生

活保護基準引き下げ

に対する不服審査請

求８７名（大分市と別

府市分）を審査庁であ

る大分県に提出をし 

（審査請求する守る会のみなさん）ました。 

 私も代理人として出席し、発言しました。今後審査庁で

の口頭意見陳述なども行われる予定です。 

 

 

昨年１２月２１日、大在公民館研修室で開催しました。

臼杵市、大分市で、風力発電計画がすすめられている周辺

住民の方々などが参加しました。 

          私は、佐賀関半島に計画されている

２か所の風力発電計画の経過と計画

内容について報告しました。 

臼杵市佐志生や佐賀関の関係住民

の方からは、自然環境や健康被害を心

配する発言もありました。 

今後、関係住民の暮らしを守る立場

から、継続的な活動をすすめていくこ

とになりました。 

（大在公民館研修室） 

 

 
大分市総合計画「大分創造ビジョン２０２４」第２次基

本計画（素案修正案）に対する党大分市議団としての意見

を提出しました。 

              「身近」住民サービスの

後退を招く「広域連携」

削除、行政改革の基本

姿勢を見直し「市民の

暮らし最優先に」、ワン

コインバス事業の復活 

「豊予海峡ルート整備」に財源を使うべきではない。など、

４２項目の修正意見を提出しました。 

 

――  
●交通事故の補償 ●公営住宅の住み替え ●税の修正

申告 ●介護保険料高騰 ●国保税の分割納付 ●保育所

入所 ●自転車同士の交通事故 ●生活保護収入認定の取

扱いなど、など年末年始も多くの相談に対応しました。 
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